
醒井養鱒󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀大小 余りの池にニジマスやイワナ・アマゴなどが泳ぎ、四季おりおりの風趣が楽

しめる観光施設であると同時に、「さかな学習館」や「ふれあい河川」を活用した魚とのふれあいを

通した環境教育や水産試験場の一部としてマス類の増養殖技術の研究開発や県内の養殖業の振興と河

川のマス類資源維持を図るための種卵種苗の生産供給の機能を担ってきた。

平成 年 月より、養殖ビワマスおよび県内河川に放流するためのマス類の種卵・種苗の生産供

給事業、研修事業、観覧および施設管理の業務については、滋賀県漁業協同組合連合会を指定管理者

とした県委託事業として実施し、その他養鱒󠄀󠄀事業（県外漁協や養殖業者への種苗供給等）については、

当場施設を利用して指定管理者が自主事業として行っている。なお、マス類の増養殖技術の研究開発

および河川漁協、養殖業者への普及指導業務は引続き水産試験場が行っている。

１．入場者動向

総入場者数は、平成 年度に比べて 人増の 人で、収入金額は 円であった。

２．養鱒󠄀󠄀事業

すべて数値には指定管理者による自主事業分を含み、（ ）内は指定管理事業での数を示す。

１）種卵生産と出荷

入場者の推移 ( )は無料入場者の内数

年   度 　H20

入場者数

年   度 　H21

入場者数

注）平成21年度の料金改定により、大人の入場料が値上となる一方で、小・中学生が無料となるなど、無料入場の対象が拡大された。

(単位千粒)

魚種 採卵数 発眼卵数 発眼率％

ニジマス

ア マ ゴ

イ ワ ナ

ビワマス

計

種卵生産と出荷

出荷数

注)出荷数の（　）は、指定管理事業としての出荷量
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２）年度当初保有数

３）出荷数

３．普及指導

河川漁業においては、河川漁業協同組合に対し、河川特性にあったマス類の放流技術（時期、魚種、サイ

ズ、漁期設定等）の改善や増殖手法の検討についての普及を行った。

また、マス類養殖においては、養魚経営の相談と在来マス養殖技術等の普及指導を行った。

さらに、講習会への講師派遣等により、河川環境の保全の大切さや種苗放流・養殖技術等について知識の

普及に努めた。

主な事業内容

河川漁業への指導 ……… 漁協等への指導・助言 件

マス類等の養殖技術指導 …… 現地および場内等での相談・指導 件

講習会への講師派遣等 ……… 放流体験学習会等 件

一般・学校研修等 ……… 学校、民間団体等 件

（尾）

魚種 ０年魚 1年魚 ２年魚 ３年魚 ４年魚 計

ニジマス

アマゴ

イ ワ ナ

ビワマス

計

年度当初保有数　

出荷数 （尾）

魚種 ０年魚 1年魚 ２年魚 ３年魚 ４年魚 計

ニジマス

ア マ ゴ

イ ワ ナ

ビワマス

計
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